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付録CD-ROMには、データベースア

プリケーションのサンプル（図1）を収

録しています。このデータベースアプ

リケーションは、MDIアプリケーショ

ンとして構成されており、製品を格納

するPRODUCTSテーブル、顧客情報

を格納するCUSTOMERSテーブル、注

文を格納するORDERSテーブル、注文

の明細を格納するORDERSDETAILS

テーブルを同時に編集するものです。

詳しいソースは、付録CD-ROMを見

ていただくことにして、ここでは、こ

のデータベースアプリケーションで使

っている、いくつかの役立つTIPSを紹

介します。

データベースアプリケーションでは、

複数のテーブルを扱うことが多々あり

ます。

複数のテーブルを扱う場合には、次

のようにします。

ひとつのデータセットを使う

複数のテーブルを扱う場合には、テ

ーブルの数だけSqlDataAdapterオブジ

ェクトを用意しますが、すべてのテー

ブルはひとつのデータセットにまとめ

ます。

このアプリケーションでは、MDIの親

フォームにSqlDataAdapterコントロー

ルとDataSetコントロールを配置してお

り、MDI子ウィンドウには、DataSetや

DataTable（場合によってはDataView）

を渡してデータ処理をしています。

つまりすべてのウィンドウで、MDI

親フォームに配置した、同じDataSetコ

ントロールに含まれているデータを編

集するようにしています。そのため、

あるウィンドウで編集した場合、その

結果は、別のウィンドウにも、即座に

反映されます。

XSDスキーマでリレーションを
定義する

複数のテーブルを使うときには、親
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子関係があるのが一般的です。

テーブルの親子関係は、リレーション

として、XSDスキーマで定義します。

ひとつのデータセットに複数のテー

ブルを構成している場合には、XSDス

キーマの編集画面で、図2のように親子

関係を定義できます。また制約を設定

することもできます。

親子関係を設定した場合、プログラ

ムで親から子をたどったり、子から親

をたどったりできるだけでなく、Data

Gridコントロールに対して親テーブル

をデータバインディングすると、子テ

ーブルを参照できるようにもなります。

Visual Studio .NETでは、テーブルを

ドラッグすることで自動的にSqlData

AdapterコントロールやDataSetコント

ロールを作ることができますが、リレ

ーションや制約は自動的に作成されま

せん。

そのためリレーションや制約は、開
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図1：収録されているデータベースアプリケーション

レコードの検索

製品一覧。DataGrid
コントロールに画像を
描画する方法を使用

顧客編集。コンボボックスで
都道府県の選択が可能

Ordersテーブル（親テーブル）

OrderDetailsテーブル（子テーブル）

一番右の［小計］の列は「単価」×
「数量」の計算列として定義

製品の編集。上の製
品一覧とカレントレコ
ードが同期

テキストボックスの書式変更。
金額を「￥2,000」のように表示する

小計の和をイベントを利用して合算コンボボックスから製品を選択すると
単価が変更される

図2：リレーションの設定

*）テーブル同士がつながれている線がリレーション




